
４
月
２
日
の
全

支
部
、
分
会
長
・

書
記
長
会
議
を
始

め
に
、
新
採
者
の

国
労
加
入
に
向
け

て
各
支
部
・
分
会

で
集
会
・
会
議
が

行
わ
れ
た
。

４
月
25
日
の
研

修
所
前
行
動
で
は

チ
ラ
シ
配
布
を
行

い
国
労
宣
伝
行
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て

社
会
人
採
用
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
採
用
者
の
配
属
が
あ
り
ま

し
た
。

全
組
合
員
で
の
組
織
拡
大
を

意
識
し
た
取
り
組
み
が
必
要
で

す
。
私
た
ち
は
安
心
し
て
、
健

康
で
文
化
的
に
生
き
る
こ
と
を

念
頭
に
運
動
を
勧
め
て
き
ま
し

た
。国

労
結
成
70
年
の
歴
史
を
作

り
、
Ｊ
Ｒ
の
発
展
を
築
い
て
き

ま
し
た
。
各
分
会
・
班
で
国
労

加
入
を
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
。

三
江
線
の
維
持
・
存
続
に
向

け
て
、
山
本
島
根
県
議
会
議
員

か
ら
講
演
を
受
け
た
。
高
齢
者

の
移
動
の
権
利
、
交
通
基
本
法

案
を
、
Ｊ
Ｒ
に
社
会
的
責
任
を

も
と
め
る
。

福
田
護
弁
護
士
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

東
日
本
本
部
佐
藤
書
記
長
よ

り
要
員
の
大
幅
削
減
、
大
き
な

事
故
が
続
い
て
い
る
。

駅
委
託
化
、
関
連
会
社
の
事

故
も
多
い
。

島
根
県
議
会
議
員
か
ら
地
方

交
通
線
廃
止
、
住
民
だ
け
の
問

題
で
は
な
い
。

北
海
道
本
部
島
見
書
記
長
よ

り
安
全
対
策
の
危
機
意
識
が
薄

い
。
Ｊ
Ｒ
発
足
後
、
新
人
が
入
っ

て
こ
な
い
。
ま
と
め
と
し
て
唐

澤
書
記
長
よ
り
公
共
交
通
と
し

て
の
使
命
を
果
た
し
国
民
の
足

を
守
り
安
全
安
定
輸
送
の
確
保

に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
を
国

労
が
取
り
組
ん
で
き
た
。

４
月
16
日
、
東
京
都
内
に
お

い
て
国
労
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

坂
口
委
員
長
あ
い
さ
つ
よ
り

２
０
１
１
年
の
採
用
差
別
事
件

解
決
、
大
震
災
が
あ
り
、
新
幹

線
、
地
方
交
通
線
の
問
題
な
ど

多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

分
割
民
営
化
か
ら
30
年

Ｊ

Ｒ
体
制
の
検
証
と
課
題
と
し
て

埼
玉
大
学
安
藤
教
授
か
ら
講
演

を
頂
い
た
。

分
割
・
民
営
化
に
よ
っ
て
Ｊ

Ｒ
三
島
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
は
経
営
的

に
厳
し
い
。
Ｊ
Ｒ
路
線
の
分
断
・

縮
小
や
安
全
輸
送
に
問
題
が
あ

る
。国

労
が
結
成
70
年
を
迎
え
た

こ
と
の
意
味
を
知
り
、
公
共
交

通
・
国
民
の
足
を
守
る
運
動
を

続
け
て
き
た
。

第１５号 こくろう みと 平成２８年５月２５日

全
組
合
員
で
組
織
拡
大
を

Ｊ
Ｒ
の
安
全
輸
送
と
地
域
公
共
交
通
を
守
る

今現在も余震が

続く九州地区では

避難生活を余儀な

くされています。

熊本地震で亡く

なられた方々のお

悔やみを申しあげ、

また被災された方々

のお見舞いを申し

あげます。

水戸地本でも２０１１

年東日本大震災には九州

や全国から支援をしてい

ただいた経緯もあり、東

日本本部を通じて確認を

しながら支援をしていく

考えです。

熊
本
地
震
に
関
し
て

国労水戸地方本部

水戸市中央1-１—11
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結
び
つ
き

つ
な
が
り
生
か
し
て

大
胆
に

国
労
加
入
を訴

え
よ
う
！

第
13
回
活
動
家
交
流
集
会

６
月
５
日
（
日
）

オ
ー
シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー
大
洗


